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社会福祉士等ソーシャルワークに関する国家資格有資格者を基盤とした
スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程認定事業の創設について

社団法人日本社会福祉士養成校協会
背景と目的

○ 社会福祉士法改正に際し付帯決議された「司法、教育、労働、保健医療分野における社会福祉士の職域拡
大」は本協会としても重要な課題として位置づけているところである。

○ このような状況の中、平成20年度より、文部科学省において「スクールソーシャルワーカー活用事業」が開始
され 億 算事業 全 が され なされ、15億円の予算事業として全国141ヶ所にスクールソーシャルワーカーが配置されることとなった。

○ これを踏まえ、本協会ではスクール（学校）ソーシャルワーカー像を明らかにし、社会福祉士及び精神保健福
祉士（以下、社会福祉士等という）を基礎資格とするスクールソーシャルワーカー養成のあり方を検討するため、

成 年 「 ク （学校） カ 養成事業企 準備委員会（ ク （学校）平成20年3月に「スクール（学校）ソーシャルワーカー養成事業企画準備委員会（スクール（学校）ソーシャル
ワーカー育成・研修等事業に関する委員会に改称）」（計6回の委員会を開催）を設置し、今般、報告書を出した
ところである。

が○ これを受け、本協会では、文部科学省が実施する事業との連動性も視野に入れつつ、小中学校をはじめとす
る学校現場において適切なソーシャルワークを実践することができる実践力の高いソーシャルワーカーの養成
を行うとともに、社会福祉士等の積極的な活用と社会的認知を高めその職域拡大を図るために、平成21年度

からの新規事業としてスクール（学校）ソーシャルワーク教育課程認定事業を創設し、社会福祉士等の国家資
格有資格者が 学校 を す な を定 該格有資格者がスクール（学校）ソーシャルワークを展開するために必要となる課程の設置要件を定め、当該要
件を満たす課程を設置する学校を「社団法人日本社会福祉士養成校協会認定スクール（学校）ソーシャルワー
ク教育課程」として認定し、また当該課程を修了しかつ社会福祉士等の資格を有する者を「社団法人日本社会
福祉士養成校協会認定スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程修了者」として修了証を交付するという仕組
みを新たに導入する ととしたみを新たに導入することとした。
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スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程認定事業スキーム

スクール（学校）ソーシャルワーク
教育課程認定審査委員会

社団法人日本社会福祉士養成校協会

⑥認定スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程
修了者登録名簿に登録

②認定審査の実施
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スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程認定審査委員会

社団法人日本社会福祉士養成校協会

１．審査委員会の設置主体

○ 審査委員会委員数は５名以上８名以内とし、委員は本協会理事会で決定する。なお、委員名
簿

２．審査委員会の構成・選任・任期

簿は非公開とする。
○ スクール（学校）ソーシャルワークに造詣の深い学識経験者等を中心に人選を行う。
○ 委員の任期は２年とし、再任を妨げない。

１年度内に２回に開催し、審査を行う。

３．審査委員会の開催

○ 社会福祉士もしくは精神保健福祉士の養成課程を有していること

４．審査内容

○ 社会福祉士もしくは精神保健福祉士の養成課程を有していること
○ 定められた科目を適切なシラバスを作成し開講していること（科目名称・シラバス等）

○ 当該科目を担当するに相応しい教員を配置していること（実践及び教育の履歴、研究業績、
社会活動等）

等を審査内容とする。
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スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程カリキュラム①
【社会福祉士モデル】

社会福祉士養成カリキュラム
ｽｸｰﾙ（学校）ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ

専門科目群

時
間
数

教育関連科目群
時
間
数

追加科目
数 数

【共通科目】
・現代社会と福祉
・福祉行財政と福祉計画
・社会保障
・低所得者に対する支援と生活保護制度

・ｽｸｰﾙ（学校）ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ論 30
教育の基礎理論に関
する科目のうち、「教育
に関する社会的、制度
的または経営的事項」
を含む科目

30

・精神保健学

・ｽｸｰﾙ（学校）ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習 15

・ｽｸｰﾙ（学校）ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導 15
低所得者 対す 支援 活保護制度

・地域福祉の理論と方法
・心理学理論と心理的支援
・社会理論と社会システム
・権利擁護と成年後見制度
・人体の構造と機能及び疾病
・保健医療サービス

を含む科目
・ｽｸｰﾙ（学校）ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習 80

※生徒指導、教育相談
及び進路指導等に関
する科目、又は幼児、
児童及び生徒の心身 30

・保健医療サービス

【専門科目】
・福祉サービスの組織と運営
・就労支援サービス
・社会調査の基礎

の発達及び学習の過
程に関する科目から1
科目以上選択

・更生保護制度
・高齢者に対する支援と介護保険制度

・障害者に対する支援と障害者自立支援
制度

・児童や家庭に対する支援と児童・家庭福
祉制度祉制度
・相談援助の基盤と専門職
・相談援助の理論と方法
・相談援助演習
・相談援助実習
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専門科目群及び教育関連科目群は規定単位数（時間数）を設定する



スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程カリキュラム②
【精神保健福祉士モデル】

精神保健福祉士養成カリキュラム
ｽｸｰﾙ（学校）ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ

専門科目群

時
間
数

教育関連科目群
時
間
数

追加科目
数 数

【共通科目】
・現代社会と福祉
・福祉行財政と福祉計画
・社会保障
・低所得者に対する支援と生活保護制度

・ｽｸｰﾙ（学校）ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ論 30
教育の基礎理論に関す
る科目のうち、「教育に
関する社会的、制度的
または経営的事項」を含
む科目

30

・児童や家庭に対す
る支援と児童・家庭福
祉制度・ｽｸｰﾙ（学校）ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ演習 15

・ｽｸｰﾙ（学校）ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習指導 15
低所得者 対す 支援 活保護制度

・地域福祉の理論と方法
・心理学理論と心理的支援
・社会理論と社会システム
・権利擁護と成年後見制度
・人体の構造と機能及び疾病
・保健医療サービス

む科目・ｽｸｰﾙ（学校）ｿｰｼｬﾙﾜｰｸ実習 80

※生徒指導、教育相談
及び進路指導等に関す
る科目、又は幼児、児童
及び生徒の心身の発達 30

・保健医療サービス

【専門科目】
・精神医学
・精神保健学
・精神科リハビリテーション学

及び学習の過程に関す
る科目から1科目以上選
択

・精神保健福祉論
・精神保健福祉援助技術総論
・精神保健福祉援助技術各論
・精神保健福祉援助演習
・精神保健福祉援助実習
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専門科目群及び教育関連科目群は規定単位数（時間数）を設定する



養成課程認定審査に係る諸様式ほか

規程等

○社会福祉士等ソーシャルワークに関する国家資格有資格者を基盤としたスクール（学校）ソーシャルワーク教育課程認定事業に関
する規程

○スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程認定事業にかかる教育課程認定審査料及び教育課程修了証交付申請等手数料に関
する規程

○社団法人日本社会福祉士養成校協会の養成課程等認定事業に従事する者及び本協会事務局職員倫理規定

○スクール（学校）ソーシャルワーク教育課程認定に関する規程第６条第４項に規定する科目の教育内容、教員要件、スクール（学
校）ソーシャルワーク実習の指定施設、実習指導者の要件及び認定審査申請等の諸様式等について（通知）

１ 養成課程認定審査基準

諸様式

校）ソ シャルワ ク実習の指定施設、実習指導者の要件及び認定審査申請等の諸様式等 て（通知）

１．養成課程認定審査基準
２．養成課程認定審査申請書
３．養成課程認可・登録通知書
４ 養成課程修了者登録申請書４．養成課程修了者登録申請書
５．養成課程修了者登録通知書 等

費用

○ 認定審査料、手数料（修了証交付手数料等）を徴収し、本事業の実施・運
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営に充てる。


